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実]介にはイ本菫 2.2～ |・ O k9の 唯雄慮熱ネコを甲

ぃス。 エーテル永酔下ιミマ1動物を脳史往
固定装置 [ヽ 固定し、四立体上丘前端 レベ lレ |ミ

て詳月としk。  月ム切断時には一時的 lヽ 綸頸動
月縫を開雲しkが、上血確謎後闘家を解除丈 R
。 冷脳党3後ェーテtな酔こ停上し、な酔
の影響を除くRめ、停上後約 2時間以上入っ

てから実瞼を詳Ⅵ陰しス.1 洋卜 色中の処覧負
窓界の興告 |｀ よる額舌反射への影響を除ムす
るRめ lミ 、舌ネ甲絡を両fall助山けした。
生.才1救なス    | | |
|)色 勲1ォ1状    ‐  |
ネコのオー臼歯と才二h歯 の間の下疑講■・
長さ 孔_9り の軽 い4期熟‐ピ|ン を植土 Lス 。  この
しし を4ド して電雇久■方カイ中張寝躍き,_叩 9_7垣L新
日本現1器 )lミ違綸し_:1下」類疑_ね影1ズ 沢闘闘さ

tた り、あろいは種な|の 担蔵_て 1゙振動矛り毅を手
なR. 下預の開口友|お |よ |び晰乖功の振慣の調
営ぃょ、 D.CIァ しプ (EⅢ C_f,1'′ 1雑 日1本現J器 )の
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筋電図言こ録用電夜いては
1直
径 200〃m,長 さ約

30 cmの 一対のエナメル薇覆銅線を印しヽ、線の

中り1多p約 l mmの 絶縁を除芝ミじk夕Pかを極 FEl日巨

離約 10 mm尺 て肪中|ヽ 埋めユ んだ。 外■筋よ
り筋電図濡動をさこ蘇:す る|ネ め1‐先ず顎下らpの

友着と矢Jズ芳旬尺切断 し、さらlミ 預舌骨筋■

切貯 して、彗奥濁効)オ トがイ舌効 :舌 骨言

漸を露なさt、 それぞれの筋藤 |ミ言配衆電極彙

1蓬着 しk. 留ヽ月乃及び狽]ヨ員角ろの例男電図活動の
記録 lょ、澪乙鴻享晨び筋膜を1除 六し7く後、日ヨ秘と

装着 して行なっ入。 ■  | ‐
琴負撻巳睦力のうこ録 13、 写贄鳥曇1慣予

'PIヽ

く驚李卜角R型 回車ヘ

武オフンしュメーター(cl-2リー33′ 録』1島 )き 装

着し、回転軸 :ミ と:リ ヮ|す |み違熊替モ 下顎κ□

たして、下歌の動き||マ た|ド て杜|じ る電住要イヒ

とすこ全静 二ヽК筋電凰と|口 1時号こ録 しRt
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実験結果
| ||||「 ¬ l l il 「 II II

硼いメ毬ネコの1下 11罰をイセ動1釣 l、 1嗣口さt‐るこ、
舌|は |ぞ Iの 1舌共71=111嘩師薫

「
1負ぢ「そ11iデ 1:L根 |

ηを隆起しIR杉 |で唱

^イ

ボがな足|する:(図 lA)

.外■1筋 :群 (讐突
=:崩
IIIえ:11がイ1苦場|,|三 :彎 1苦

1肪 )よ り筋良豪図猪訪|を 指こ録|マ |ろ と、この1棟む

■イ灸」ロピ|ミ伴|ヮ IK I警 1突1■協Lみむ1才 |ト ガイ
=1筋

lι
t i

lま 著明む筋電コb舌動|が |な 1現す|る :| しかし■
舌骨■筋がラ|け 1辱 |ヒ 1ん|ビ砺贈糧

"ぎ

場を記あ|な

分フた。(図 B)1汲 llヽ kl本祈曖 |、 おいてい瓢
舌
1反
射におけ|る |百瘍鶴blのサ旨標 と|し て、七下

神経を損傷す|ろ 1■ L量ls_な1易、電わを装着七
ろこと。できち:警 1突1■鵬場|の肪電図縮量りを,す 象
と ,し :RI。
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老p五節の友下Kは
1崚
筋神怒1及び/111強甥神経ぶ |

走行 してし)る ので、注入されたな酔秦 |ミ より

関飾よりの茉 1じ 1′主神経のみならずヽこれら両

神経が同■■ヽ 永酔されろ可官こΨLが ある。 そ
のため前言この価 き顎関飾)pへ のな酔神1注入実

野たの結果のみで lま顎関師の受擁卜器が号員舌及身寸

の主なろ乾尽性と決定する !く は十分ごそしヽ。

本実験lミ おし)て にR堤ず曇闘筍りの驀覚受
な島の関うについて挨封 Tろ ため 民下)こ のユ

実験を行なフた。 十一ム実験では咬序神経
及ず耳4)夕 1頭神経 lミ薄曽 1う |キ な

い凛注亀ヒ
図2

ながら、下顎骨を頚孝フで七刀断 し関笥堀員を下顎

骨イ本より遊角ヒし入。 臨 しR関飾強を下預
骨体と夫 |ミ 開□ち旬RI回転させるヒ、茎突言

勅 !て 肪電図満動が誘発さ|に たが|(図 2A)、 主角E

しR下預勇だけと闘1甲おhヽ回転させても基
突■肪がら1さ筋電図詭1動 |が 1訳め|ら 軋むがフkl

。 (図 2B)求 氏十 二
.の
1実 験 |で 1さ t高 償l顆関 等 髪

きか誰窯t後、lヨ曰組織1下 永‐m‐‐凛″ゞ五漏 Lむ
い 葎 |ヽ 嚢 内 K2%Xyゃ 901,,p」 2耐 1を 1注 入 し入 。
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麻酔葉主人後|も 顎 1ヽ及購||き行|ら 影智|き 1費 |すザ|

、開 口 lミ よ う茎突 L鶴 ||ヽ 筋 電図濡動 が誘芥 さ

れた。   ||||||||||||||‐
2ス上の実験綿呆|は t顎闘師の負思思が顎七
反射の主 kる 養1覚 豊1容魯ではな■ヽ ことを_示 し|

‐
て t)う も   | | | | | | | |  |  | | |

主ヽ15_主主∠2=疑弓封『支容吾〔||こ ゼlよ こ`り0さh24)が絶

無した友肪中1狩蔚書曳|な器の顎電:反射lマ 対す
る関与の右t鬱_1検討野:う _1べ |め 1__顎■瑕射|、 )す|

する崚市神経切断し1呆 |を 検東t入1 歯111に
示し:ネすコく、神栞導tガ陵庁1前l豪撃島|■ i書 崚扇神〕艶1及 1図3

射尺よるス身す性鶴電J図お場が 1ヽま :ヽ 1基1突籠鶴:

:ミ lよ跳
=友
奇√蒔1彙着用壼回:1発筋か証あられも。|

1咬筋享申終t刀断マ負|ご臓|)コ |ユ1辱 |スに 1ヽ曰 くり喚ち|ス |

1猜寺
'ti瑠

[着乃1月乃1竜 1歯ヽあい 肖ヽ戻[し たtl しか_|し
:日 lallぁ 基奏|■ 1筋いり蓄副図握動べ|す lt]と |ん |ビ |

安アヒ|が 1訳めら_lに 1牧 1盆」⊇|べ tl l久 |っ て|、 1崚場中|

ん |ど

関う

|

|

ト
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るへめ、片凋llの 狽1頭筋薫資営t狙 ll豆負骨ィ寸者りよ
‐

りた /11!て おl離 し、 下 領 を 下 神Jし Rヒ さ の 両 側

茎突Ъ肪の筋電図 )■竜力の破た|を ネな菅寸した。

図 牛 に 入 し R如 く 、 左優 |イ即l強 肋 乏争ll偽Lし たイ気

開 □ さ せ る と、 シすrall(右 ィ興lぅ ?基 奥
言 筋 民 は E■

λl身す
llt筋
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|_1_1 1_1__上」_」_1 1_三二__J__|_J J_ |__|_1 1 1

貶:「額|五 1反層百]可享]覇:百:疼:覧 1政容おらlal定 :|

[II考負|=l反身テ島逐]嗜≡汚ご

「

肪噺定面γぢ閉:と ]:「″
~須

|                                                                 |

反身JttEI誘1想三因直巨J頭 1駆Ь_筋に回_1動:L」

ヾ

●      i:I「
[〕 C156

卜| .1●r.i.1.ず  ■■
~1



(2ノ  }

t tL鞭ビIた 1蕩ぼ ¬潤TII二 1烹lT猛雇
~肩
璽|ぶ1乱あ|

られ R。  寸なち う、1生代動 的な開口 tミ ど り|

誘春される書突、筋|っ ヌ身ⅢII筋電1嵐

'言

勲||「 1表■

ね1蘭 喘の筋電
‐
図
.漏

訪ょりも
―
闘イ直がキハ大きい

。 2)基 突舌崩の場竜llコ ,舌 動は徒動的な総形 |

Jだ |の
―
闘口R,寸 して開|口 |な lマ tヒ lull♭ k筋放電と|

示すの|｀ シ芋して|、 湘l頭筋の‐それ :な 一」Ll■の動

. 島む筋波電を示し|へヽ1 3)1闘 口を長btt PBR持務ぎ
させろと、側麗常わ 為ヽ葎が1す 1基 髪|■助のそれと|

じヒ較して疑,デ躍計で_lllalた |し_ltt l j土 ):基突:書筋Jょ
l'9りZ以下|の 振動

"1糠

κょり競枯 tiれ るが、

夕1頭筋 |ま 150 Hz_以 事llの 振動″J揚鷲rlて ,デしてもな

易,く た碁t筋電図卜し が誘さ|こ 4R。 | ユ_務 JI
頭筋神経を■聾ZIの_に影歿ζ゙電気矛J搬寸らこ

1孝 突1芦 1勉つ筋た口椰助|が誘ヽさにヽざ|、 :そ っ|

lと |さ ら闘植 l事 ,1夕負筋J社:慶の書論|も 1刷評fこのイムし〕線
1維の1,3γ 107倍 ldめ |フJRI」

「
|_1 1■ | | | 1 1

‐
 1反 |二 の_結 果1よDIE警裏名J農身ギ::ミ

後1忠 1為 |1宙 |、 禎1強有乃|の ,申_1及1民身ずそ

鈍の二泳朱 え|と は異 |っ 1で |し、ると
●    11lE C I:'6

1明与、け|う 養覚|

誘丞|す

`肪
ん、

1考 え|らに|も t
ピ1, I



:   1                           2λ

従 って筋 中の自己受思 8ち 1ャ で場紡譴の二次

悴 木、あろし〕13ゴ ルブ膊 1器 営が顎ち反身すの負

慰8と して議、、てし)る 可台ヨPLが 1強 し)。   両乾
慰器夫 |ミ 埼続的な筋神張 医シすして理噛た

IPLて゛

あ り
21)、
栃潤動矛り叛 |マ ラ寸するた燿詞tlま一般 |マ ー

〕χttSネ よりもイ魯レうと考え
|ら
1に る )。   また、

これらの隻な界は~次終:末 としL歿 して筋ィ申張

|ミ 対する閉値が存Pl'9'10'1:921): )欠 |ミ 両受へ器

をしヒ鞍すると下言Lの こで|ゴ
'し

ジ諄各tの 方が

より顎舌及争b熟覚受容器て
゛
ある可匂LtLが高

し)o すなわら、ゴしじ絆器営の振動 ptj毅 :て

対するた応 1′上ほ筋がリズ縮 |し てしヽう場シBAしL較的

薄詞く、振動数 2001■ ′振幅 100〃里_バ 造五する

と報告さにていう
4).。
 l jonsbn did Rud」 ordll)|`

酸湖と
'動

物 |ヽ おぃてほ1整OtiC Iふ |び dynomicの 4垂 l勾

寧旦動ニューロンの自囃波1電が
'愴

力Dす るため

lt筋 臀張しが
｀
増ヵDす 31と 1報告じ|て |し )る :  本臭

η針び侵用したのも考ざ脳動物 て
゛
|ぁ り|、 除脳前と

どこ軋 して口を強く閉
‐ドでしヽ1餞九 | イたフて

費験紫け下ぞ慮閉口筋 ,1漿 恨が鈍たし、
11

、 1本

その

:●

|●

ρ
―

″



23

1紹栗ifぴ3証 |ぎ:菅1お
~頂
動廉1ぷ iて 対す|る .た答IP」

が上昇していう.`:考えう性る。 ●ゴルづ時各|

|せ
い|ら ″薇|に 11簿1紀てG Ib Lの 青兄″」景卜対■

|

|る
闘植 lま■3夫蒸1茉 :が 1ら

―
あボit t'生神経メ GHあ

|そ に 1｀ |1褒 tk_ユ 14_1=_女冬末ち求t性
'申

緯

1lJL」g2ちる11211lFI矛吾[ご:|あ るキ

':11ス

ニあむ
―′ιl

lゴ膊器営あ■1■ |は :ヽ:本実験ぞ得た顎舌反射の

1養覚費界各ヒIて の探■キllて通尽 してし)もし
11

1じ ↑し、顎舌及身ギこ誘養する電れルll衆闘1直 l● |

|、 明日状養ご若「景電イエの増大の:な し`書■午下cl

llなわ

"苦

ヒ落ギ

`● `ri^111 1こ
のキ莫 1子 |ギ llゴ |

|り 1筋充万4垂の三吹_″賣象ヽ 名自動泊ヶlミ 歯手|し てt)

|る と:考え|ら
―
"16111「

:|:: 1 1 1 1 1 1 ・ | |
| 1趾圭轟万万中ltiゴ |,口→1鳳註1碁盲がた

=た
|し をtゝ |も |三 |

|と

'ま

、形能ぽ治う|(I111,´ ent`61thgi 41ヽ 宗ヾ1峻111F

ll はた
' ko19話

`島

l andll111L911,1よ |ギ■あい1頭妨|

|よ 311'ルジ‐浸|ぎ奮謂ら藩所鶴

"未'存
在:`1報告

●́

‐―
‥
‥
ｋ
Ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ



●

2争

ヒk。 最 近L Lundら
18)|ょ
、 ILあ 櫻J強 筋 、 礎

月乃中 に 壻男紡 極 ヒ鳥 全 し た
(DyOd Orrongement)=ゞ

ルづ縛島官がみFtす ること、
=び
この01預筋

中のゴルジ腱器鷺 lさ 下顎帯筋突起イTttD筋 ―

康陶考行:P It分布し、との麓数ぼ0効男中のかつ
蕉貧支の 3イ善1ス 上でぁるこ報告してし)る 。  こ
の研先馬果 tタ イ〕l強筋中のゴ′しジ膊器留が額旦

動 ゴズた の検 臓 |ヽ 亀幕 ケ役 ワlこ 果 とて し)3事 [

示,2し ていうといえよう。

3,顎 舌 反 射 の 十 一 ,kボ嘔 憧 神 鷹卜の 設 射 多p住 .

三甦神経「中 1と露鶏亥のクトイ月1, 選輩勤核 の内側 の

イi置 |て おいで、 }ヤ 駆隣羹亥吻担」笏 こ聾蓄助核え側

端 の間の中脳老追切臓「
lで より、顎舌及身芋ぼ唆妨

の伸列記反身すと同 ,テ lミ 義夫 し風tl曖ミ角乃のイ申張
反射 が申脳路核 知た と二次 ニュニ ロレとす る

単しすプス反身キごあるtに |||.す こ |゙ミ 彰従慇
的 にも杜理慇的にも

2,8,15fO,「 2915) 
解明され

ている。

1≧イ現1「言]が

中脳隣勢グヘの人力森維 ま`1燃なのクト
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t二 1又神経

“

覚″嗽 朴起路核|へ h入力線社の|

た行経路は、本失癸|で行 ヶフkt刀町
=p住
ょiク

外綱JIユ |また凋11セ:ち |ダ l〔lt l勧新 iく よ 3て も埠善
|

|を 豊けてしヽヶt〕 |と 考え|らス|う 。|るtフ マt4■

実ち汚≧1の モリヮBチ「リイむげ11:≒ 反イ年,経のボ1じ た森ネ崖の|

lλ l力 経路の内ぎ1中琺蕗核 への外登麟卜のIみ を切輸

[て しヽ3と 考えらに |、

1顎 舌及身‐TO才
「
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1図■。開□に旨り議界|ぎ・πlだLあ 覆垣L筋 |。
|

Aリ フ祭燃 ネ コ tミ お しヽて開 口さtる こ舌美子p在 日

1 燿 泥三に離ョフそ山 |げ 11■ 枝多pを たたこじR膨 ご |

i t全
体 lさ後退

|す るL          I
l′ 開 口により誘 1誉|さ :れ RI舌 筋 の筋電□活動

1 才卜が
iイ 舌婦丸 |ぎ要七崩には著萌な嬌1電歯|

| 三舌動 が認 められる |。 |      ‐‐ 11

1略t:GFNIQ・Jオ |卜 が |ィ ■場 , SIYL01J茎 鍵 |■ 跡t
i,YO堕 者骨 薔筋 il“Ⅲり。_1′ 1顎運動 :下● ■が闘 |

口ち向 を示すち |||:

1図 2.五商ごし|た FILl野要起 |と 南占芳尚た回転さ
it tと きの基賽1舌角万の筋考図活動   ||
AJ遇三證した関領,実 tlを 平顎骨こ美|lt員転させ

| lk l手 : 基突■筋|バ 腸L口ヽ動がバリ囁する:
助関野奏起書|け

'こ

面
=|||||||‐
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略七 : MASSiブ 崚肪 ,ィti意 図 ■ :ミ 鳳 じ

:1  図4.左側狽」頭筋尽姑を4all強 骨ィT者 多pょ り判
偽置した時の顎■及|‐TAの 影響。

■   Aメ ヵl為佳前

:  B′ 争1商L後 、筋夕1誰 |マ より ltt fJll基 賽舌筋ら及射

1   1′主助電図活動が当欠 しスが、シ†側ぎぼ殉ゎ

:::   ど姜にが
rd_ぃ 。

時 号 :図 ■ に 同 ぴノ Rだ し R'LI事 それぞ れ

る慣1ノ 左銀1を 示す 。

図5。 筋突起 を下顎骨がら遊島Lし 、下方 |マ 希

ろ|し て4111頭筋 を重視的 |て 伸赤■ ■ときの基奏

舌筋の筋電図)石動。

OJ相」顕筋仲張によJ誘発さ■る墓賽舌筋の崩
電図漏動    | |   ‐

b′ 0の オ卦ガヽ値   | |'|‐
・          |  |  |    '

図6J嗣 口によ」誘券される茎奏毛埼ろt狽1頭
月勇あ月勇電図i3'力 のしE裏。
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電量 を,、 最大猶 |こ lQQと して琶分幸で味● |

tl 横軸,1闘 1甲 夏11_■ 11 1 11 :‐ 1 1

略 号 :_TEMPO.夕 親1頭筋 ;た |ま 口 41、 日 じ
| | | |

|‐
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■ ___|_1_1111_1'I11‐ |

図7:.用 □住|と 長時間姜議鬼さ|せ たヒミ1の 1茎奏
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値 ,‐ 桟熱 |サ 1時間経地 11 1
‐ 11 11「
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IE可 8:猥動刺激|ド_肴 |す 1る 崖奏ち筋,イ見J聾
た答追塁性のじヒ製 「 : ■ 1111

角万あ

Aり 1茎 1髪 1置 筋| |

助例頸筋 ||
l■
.じ

(り l:うも

| | | | | | | | |
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B′開日段を変レヒさ|せ |卜 |こ き|の 筋杖電量1の 比較
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bξ l、 囚 負 | |三 角 |1古 |そ |に |ぞれ 1異 告 る 31匹 の画力|
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:.       号 :  CTLリ
 コ L/ ト ロ ー 〕レ

3メ

11  図q.イ員1頭噺ネヤ経 の電気矛」功矢lで よ りきな澤ささに
R基 奥舌肪の筋電区ぃち動の半二筋線維 がらの

言乙録

0リ コ ン ト ロ ー リυ

l   bり 100 HZ′ 0,l msec燿堀1こ の1.54善 の先寝の矛」j景によ

:.   D誘券され■■賽書物の場電図,1動 。

図 10。 中脳路核への入力を夏≧断したときの顎

|  モ 及身キ|て
'す
す る影 響 。 t羽断 ぼ まず 右イ身tlて う tゝ

i  て
~左
図 の 0ガ ら blて 向 つ て行 な しう、〕入 |て 同一

|  の動 物 で 左但」につ しヽ て bが ら olミ 旬 つて行 行
!

|                                                           .

|    っ R。
13

鮨 切断 前      |‐
‐

Bり 切 r‐「役      ‐ |||

略 号 :図 ll lミ 示す   : i

巨い1.羽り狩り住の組織楳本による確認

[   ツ 
巨ヨ|°
' 
° の孝,イユ|て お l夕 ‐る不駐本
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1煙I10,iblの 7PIイ■||マ |が :す る

(3よ り

●

●

た の模 武 図はる倶1を 反卑入しス も のて
｀
あ る t

略 1号 : 5ME : Mesencepha■ ic trigemina■  nuc■eus
5MN ; Motor trigem■ na■ nuc■ eus
5PS : Pr■ ncipa■ sensory trigem■na■ nuc■eus
5SN ; Spina■ trigemina■  nuc■ eus
■2MN : HypOg■ ossa■ nuc■ eus
5N ; Trigemina■  nerve
TV , Ventra■  tegmenta■ nuc■ eus
BP ; Brachium pontis
BC ; Brachium conjunctivum
FTG ; Gigantce■■u■ar tegmenta■ fie■d
FTP , Para■ emnisca■ tegmenta■  fie■d
NTB , Nuc■ eus of the trapezoid body
TB : Trapezoid body
PT ; Pyram■ da■ tract
SC , Super■ or co■■icu■us
IC 3 工nferior co■ licu■us
CP 3 Cerebe■ ■ar pedunc■ e

与負1舌 晨射 |ろ びね1襲 崩″申ヲ長反射 o昼 1覧 1受

オリ濃いて汀 :す る 二ヽ 発ゝヤ■のtL衷

表|■ 1
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ABSTRACT

Tongue was ref■ex■y retracted by pass■ ve depress■on of

the mandib■e ■n a decerebrate cate  The purpose of this

study is to c■ arify the mechanisms of this ''Jaw― Tongue

Ref■eX".  E■ectromyographic activities of jaw c■osing

musc■es and of extrinsic tongue musc■ es were recorded

dur■ng this ref■exo  ReSu■ts obta■ned were as fo■ ■ows。

■)The Styloglossa■  and the geniog10SSa■  musc■es were

activated by pass■ve depress■ on of the mandib■ er

whi■ e the hyog■ossa■ musc■ e was not.

2) These tOngue musc■e activities were e■ icited when the

mouth was opened beyond ■0° ′ whi■e activ■ ties of the

masticatory musc■e were induced by on■ y 2。 of opening.

3)The 」aw―tOngue ref■ ex was not affected by neither

masseter nerve SeCtttOn■ ng nor anesthetization of the

temporomandibu■ ar 」oint Capsu■e.    
・

4)Exfo■iation of the tempora■  musc■e from the attachment

r■ ~ tO the tempora■  bone great■y reduced tongue musc■ e

activities at the ]aw― tongue ref■exo  Extension of

the tempora■ musc■e induced by downward stretch of

the ■so■ated corono■d process of the mandib■ e e■ i‐

c■ted the tongue musc■ e activ■ ties。

5)Repetitive e■ ectrica■ stimu■ ation (■ 00Hz′  0。 ■msec)
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of the tempora■  nerve activated tongue musc■ e acti―

v■ ties′ and the thresho■ d Of this activation was

between ■.3 and ■。7 times thresho■ d of the tempora■

nerve。

6)Vibratory stimu■ i app■ied to the mandib■ e at a fre―

quency of ■ess than ■30Hz were a■so effective in

evoking the jaw―tongue ref■ ex′  and most effective

frequency of stimu■ation was 70Hzo  However′  vibratory

frequency more than ■30Hz was ineffective and tongue

musc■e was not activated at a■ ■。  In contrast′  ]aw

c■os■ngIIsc■ e were fo■ ■owed to such high frequency

v■bratory stimu■ i and activated through ton■ c v■b―

ration ref■ ex。

7)Time course of adaptation to sustained mouth opening

was different between tongue musc■e activities and

those of masticatory musc■ e.  The foニ ュller sustained

the■r activ■ties ■onger than the ■atter.

8)The 」aw―tongue ref■ex was diminished by rostrocaud。 ■

section between the mesencepha■ ic trigem■ na■ nuc■eus

and the lnotor trigem■ na■ nucleus.

These resu■ ts ttndicate that receptors of the 」aw―tongue

ref■ex are ma■ n■y ■ocated in the tempora■ Inusc■ eo  They

are not the pr■ mary endings of the musc■ e spind■e but

probab■y be the go■ gi tendon organse  The pr=mary affe―
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キ
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